
 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

１ はじめに 

流山市は千葉県の北西部に位置し、「都心

から一番近い森のまち」をシティセールス

とする自然豊かな都市です。 

本市からは過去に多くの先輩方が自治大

学校に入校しており、特に近年では事務職、

技術職問わず毎年複数名が研修参加してい

るところです。 

はじめに私が人事担当課から自治大学校

への研修参加について声を掛けて頂いたと

きは、尊敬する自治大学校を卒業した先輩

方と同じ経験ができることへの期待と、自

分で大丈夫かとの不安が入り混じった不思

議な感情となったことを覚えています。 

 

２ 入校まで 

 入校までは慌ただしい日々となりました。

業務に一定の区切りをつけることや引継ぎ

資料の作成を行うことはもちろん、自治大

学校からの事前課題に取り組む必要があり

ました。 

事前課題は事例演習で使用する各自治体

での行政課題検討資料の作成やｅ－ラーニ

ングの履修等がありました。事例演習の資

料作成では、普段取り組む所属部署での課

題のみならず、自分が所属する自治体全般

の課題について改めて考える機会となりま

した。また、ｅ－ラーニングについては、長

時間の履修となりましたが、初めて修了証

書を得られた際の達成感とまだ複数課目の

履修が必要であることの絶望感を味わえた 

 

 

 

 

 

 

ことはよい思い出です。 

 

３ 第２部課程第２０２期・法制集中研修 

自治大学校での研修は、１０月１１日～

１２月５日の第２部課程第２０２期研修と

１２月６日～１２月２５日の法制集中研修

第２期の日程で行われました。 

第２部課程研修では、各分野で先進的な

研究をされている講師の先生方からの講義、

研修生自身が中心となり課題抽出・解決手

法の検討・演習進行・解決手段の提案等を行

う実践的な演習やスピーチ練習等を行いま

した。講義においては、福祉・教育・ＤＸ等、

技術職である私が普段の業務では関わりが

少ない分野のお話も聞くことができました。

各分野の専門的なお話を具体的な事例も踏

まえてお聞きすることができ、知見を深め

ることができました。 

政策立案演習は、研修課目の中でメイン

といえるものでした。各研修生自身が興味

を持つ課題により班分けされたグループに

おいて、テーマの決定・先進事例及び現地の

調査・グループ内での意見調整・課題解決に

向けた提案等について、長い時間をかけて

取り組みました。初めてのグループ討論か

ら活発に意見が交わされるとともに、意見

の取りまとめや、議論の軌道修正を行うよ

うな冷静な意見もあり、バランスがとれた

グループだったと思います。発表会が近づ

くと、休日や夜間も集まり、発表資料の作成

を行いました。演習時間での取組以外にも、

グループメンバーとは現地調査後の浅草や

発表会後の新宿等で懇親を深め、忘れられ

ない思い出ができました。 
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また、政策立案演習や模擬講義演習の発

表では、普段大勢の人の前で話す機会が無

いため、手が震えるほどの緊張感がありま

した。この様な機会も普段では得られない

貴重な経験となりました。 

法制集中研修では、憲法、行政法、民法、

地方自治制度、地方税財政制度、地方公務員

制度について講義を受けました。政策立案

演習発表会が終わりほっとしたのも束の間、

効果測定（テスト）やレポート提出に向けた

日々となりましたが、フロアメンバーとの

勉強時間等を通して、何とか乗り越えるこ

とができました。 

 

４ 寮生活 

自治大学校での研修は、全寮制の寄宿舎

生活でした。最初は慣れない環境での生活

に不安もありましたが、メンバーに恵まれ

充実した寮生活となりました。朝昼晩の食

事は悩むこともありましたが、フロアメン

バーで食材等を持ち寄りみんなで工夫をし

ながら過ごしました。各地域からの特産品

や銘酒の差し入れも多く頂き、談話室で過

ごす日々は楽しく貴重な時間となりました。 

週末には、子供のイベント等で帰省する

ことも多くありましたが、フロアメンバー

と観光地を巡り美味しいものを食べて賑や

かに過ごしたことはよい思い出です。また、

レンタカーで長距離移動の旅にも出かけ、

密室で長時間共に過ごし絆を深めることが

できました。様々な地域の神様に参拝でき

たので、これからも良いことが続きそうで

す。 

 

５ さいごに 

自治大学校を卒業した直後の令和６年１

月１日には能登半島地震が発生しました。

フロアメンバーとは、安否確認や災害応援

で支援に行くメンバーへの激励等連絡を取

り合う関係となっています。被災地の状況

や過去の経験、知識の共有が図られていま

す。自治大学校では様々な経験を得られま

したが、全国各地の経歴・立場・個性等が異

なる素晴らしい仲間たちと出会えたことが

一番の財産となりました。今後もこの良い

関係を継続できればと強く思います。 

さいごに、熱心にご指導頂きました自治

大学校の外部講師及び内部教官の先生方、

寮生活等をサポートして頂いた職員の方々

に感謝するとともに、このような貴重な経

験を得られる場に快く送り出して頂いた職

場の関係者、同僚に深く感謝します。 
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